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農
業
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
と
雇
用
創
出 

第
４
回 

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら 

第４回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

広島県豊松村のトマト団地 

 

全
国
九
つ
の
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
か
ら
景

気
・
雇
用
動
向
の
定
期
報
告
を
お
願
い
し
て

い
る
「
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調

査
」
で
は
、
四
半
期
に
一
度
の
調
査
に
あ
わ

せ
て
、
特
別
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
リ
ポ
ー
ト

を
寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
回
の
第
四
回

モ
ニ
タ
ー
で
は
、
「
農
業
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
」
を
聞
い
た
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

農
業
法
人

で
の
取
り
組
み 

 

農
業
労
働
力
の
高
齢
化
が
進
み
、
農
業
従

事
者
が
減
少
を
続
け
る
な
か
、
農
林
水
産
省

で
は
現
在
、
五
年
に
一
度
の
農
業
政
策
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。
改
革
の
柱
は
農
業
分

野
の
構
造
改
革
の
推
進
。
農
業
法
人
や
株
式

会
社
に
は
新
た
な
農
業
の
担
い
手
と
し
て
の

期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
な
か
、
今
回
の
調
査
で

は
農
業
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

尋
ね
た
。 

 

農
業
の
担
い
手
が
減
り
、
農
業
人
口
（
約

三
六
八
万
人
）
が
下
降
曲
線
を
描
き
続
け
て

い
る
が
、
農
産
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を

お
こ
な
う
農
業
法
人（
約
一
万
五
千
経
営
体
）

は
近
年
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
る
。 

 

こ
の
傾
向
を
反
映
し
て
、
農
業
部
門
の
就

業
者
数
（
約
三
五
万
人
）
は
増
加
基
調
に
あ

り
、
近
年
増
え
つ
つ
あ
る
農
業
法
人
が
地
域

の
雇
用
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。 
 

人
口
約
二
○
○
○
人
の
村
で
、
一
年
を
通

じ
て
出
荷
で
き
る
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
よ
り
二

億
円
の
売
上
げ
を
め
ざ
す
農
業
法
人
の
事
例

を
リ
ポ
ー
ト
し
た
の
は
北
陸
経
済
研
究
所
。 

 

富
山
市
か
ら
南
に
約
三
○
㌔
、
岐
阜
県
と

の
県
境
に
位
置
す
る
細
入
村
（
ほ
そ
い
り
む

ら
）。
中
心
産
業
は
農
業
で
、
特
産
品
で
あ

る
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
は
県
内
で
も
知
名
度
が
高
い
。 

 
し
か
し
、
高
齢
・
過
疎
化
が
進
む
同
村
で

は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
で
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

の
生
産
量
が
落
ち
込
ん
で
い
た
。
ピ
ー
ク
時

の
二
○
年
前
に
は
年
間
四
○
㌧
出
荷
し
て
い

た
の
が
、
九
九
年
に
は
七
㌧
、
○
二
年
に
は

五
㌧
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
生

産
量
が
減
少
す
る
な
か
、
村
は
新
た
な
特
産

品
と
し
て
高
品
質
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
乗
り

出
し
た
。 

 

村
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
進
め
る
た
め
地
元

農
家
と
共
同
で
二
○
○
三
年
二
月
、
農
業
法

人
「
シ
ー
テ
ッ
ク
細
入
」
を
設
立
。
市
場
に

安
定
供
給
す
る
た
め
、
通
年
で
シ
イ
タ
ケ
栽

培
で
き
る
専
用
ハ
ウ
ス
を
一
○
棟
建
設
。
栽

培
に
際
し
て
は
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
を
行

い
、
農
薬
を
一
切
使
用
し
な
い
な
ど
差
別
化

を
進
め
た
。
生
産
さ
れ
た
シ
イ
タ
ケ
は
、
肉

厚
で
形
も
よ
く
、
消
費
者
に
好
評
。
中
京
方

面
を
中
心
に
大
都
市
圏
へ
の
出
荷
も
増
え
始

め
、
シ
イ
タ
ケ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
軌
道
に
乗
り

始
め
た
。 

 

今
後
同
法
人
は
、
売
上
高
二
億
円
を
め
ざ

し
て
、
加
工
・
販
売
事
業
も
展
開
す
る
。
当

初
一
○
人
程
度
で
は
じ
め
た
同
法
人
も
、
事

業
拡
大
に
伴
い
、
新
た
に
四
○
人
程
の
雇
用

を
見
込
む
。
自
治
体
主
導
で
設
立
さ
れ
た
「
シ

ー
テ
ッ
ク
細
入
」
に
は
新
た
な
雇
用
の
場
と

し
て
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。 

   

人
材

の
確
保
・
育
成 

 
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
は
、
耕
作
放
棄
地

増
加
も
引
き
起
こ
す
。
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
な
か
、
新
た
な
農
業
従
事
者
の
確
保
・

育
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

村
の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ
ト
の
生
産
者
確
保
・

育
成
策
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

福
山
市
か
ら
北
へ
約
五
○
㌔
、
標
高
四
○

○
〜
五
○
○
㍍
の
山
間
部
に
位
置
す
る
広
島

県
豊
松
村（
と
よ
ま
つ
む
ら
）。
人
口
約
一
八

○
○
人
の
村
で
は
、
古
く
か
ら
ト
マ
ト
の
生

産
が
盛
ん
で
、
県
内
の
み
な
ら
ず
関
西
の
市

場
で
も
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
い
た
。
高

齢
化
に
伴
う
生
産
者
減
少
で
、
ト
マ
ト
出
荷

額
が
減
り
続
け
る
な
か
、
村
で
は
新
た
な
生

産
者
確
保
・
育
成
の
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
防
除

機
や
共
同
選
果
場
な
ど
を
備
え
た
「
陽
光
の

里
営
農
団
地（
通
称
・
ト
マ
ト
団
地
）」
を
整

備
し
、
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
を
募
っ
た
。
初
回

募
集
の
九
五
年
に
は
、
全
国
か
ら
四
○
家
族

を
こ
え
る
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
組
が

ト
マ
ト
栽
培
に
従
事
す
る
た
め
移
住
し
た
。

そ
の
後
も
三
年
間
に
わ
た
り
担
い
手
を
募
り
、

合
計
八
組
の
入
植
が
実
現
。
団
地
造
成
前
と

比
べ
て
、
ト
マ
ト
出
荷
額
の
倍
増
に
成
功
し

た
。 

 

今
後
「
ト
マ
ト
団
地
」
で
は
、
ケ
チ
ャ
ッ

プ
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
の
販
売
に
も
力

を
入
れ
、
隣
接
す
る
森
林
公
園
と
一
体
化
し

た
都
市
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
注
　
豊
松
村
は
昨

年
一
一
月
五
日
、
近
隣
市
町
村
と
合
併
し
「
神

石
高
原
町
」
と
な
っ
た
）。 

   

特
区
を
活
用
し
遊
休
地
解
消 

 

各
地
で
様
々
な
農
業
の
担
い
手
確
保
・
育

成
策
が
展
開
す
る
な
か
、
国
の
構
造
改
革
特

区
を
利
用
し
た
民
間
企
業
の
農
業
参
入
で
、

地
域
活
性
化
を
は
か
る
取
り
組
み
が
増
え
て

い
る
。 

 

農
業
特
区
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
策
を

リ
ポ
ー
ト
し
た
の
は
中
国
地
方
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
だ
。 

 

島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
浜
田
市
の
右
隣

に
位
置
す
る
桜
江
町
。
人
口
約
三
八
○
○
人

の
同
町
で
は
、
高
齢
・
過
疎
化
が
進
み
、
農

業
従
事
者
が
減
少
し
て
い
た
。
昭
和
一
ケ
タ

世
代
の
リ
タ
イ
ア
で
、
二
○
年
前
は
五
○
○

㌶
程
あ
っ
た
町
内
の
農
地
は
、
三
○
○
㌶
に 
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経
済
・
雇
用
動
向
　
半
数
以
上
が
「
横
ば
い
」 

第４回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

ま
で
減
少
し
て
い
た
。
耕
作
放
棄
地
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
た
同
町
で
は
、
特
区
を
利
用
し
、

再
生
可
能
な
遊
休
地
（
約
五
○
㌶
）
を
地
元

民
間
企
業
に
貸
し
出
し
、
耕
作
放
棄
地
の
再

生
を
す
す
め
た
。
農
業
参
入
の
第
一
号
と
な

っ
た
の
は
地
元
の
建
設
会
社
だ
。
遊
休
地
に

栽
培
す
る
の
は
地
元
特
産
の
ゴ
ボ
ウ
が
中
心
。

桜
江
町
の
特
区
を
利
用
し
た
民
間
企
業
の
農

業
参
入
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
が
、
今

後
の
展
開
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
（
桜
江
町

は
昨
年
一
○
月
一
日
に
隣
接
す
る
江
津
市
と

合
併
し
た
）。 

　
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で

は
、
二
○
○
四
年
一
○
月
〜
一
二
月
期
と
、

二
○
○
五
年
一
月
〜
三
月
期
の
地
域
経
済
及

び
雇
用
情
勢
の
実
績
・
見
通
し
を
聞
い
た
。

一
○
〜
一
二
月
期
は
、
七
〜
九
月
期
と
比
較

し
「
好
転
」
「
や
や
好
転
」
「
横
ば
い
」
「
や

や
悪
化
」
「
悪
化
」
し
た
か
を
五
段
階
評
価

で
た
ず
ね
た
。
一
〜
三
月
期
も
同
様
に
一
○

〜
一
二
月
期
と
の
比
較
で
聞
い
た
。 

 

そ
の
結
果
、
来
期
（
一
〜
三
月
期
）
の
地

域
経
済
を
「
好
転
」
、
「
や
や
好
転
」
と
明

る
い
見
通
し
を
示
し
た
回
答
は
ひ
と
つ
も
な

く
、
五
つ
の
研
究
機
関
は
現
状
維
持
の
「
横

ば
い
」
と
予
測
。
残
り
の
四
機
関
は
「
や
や

悪
化
」
と
先
行
き
の
厳
し
き
を
示
し
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
経
済
動
向

と
同
様
の
形
式
で
き
い
た
。
来
期
（
一
〜
三

月
期
）
の
雇
用
動
向
を
「
や
や
好
転
」
と
予

測
し
た
の
は
北
陸
経
済
研
究
所
の
み
。
五
つ

の
モ
ニ
タ
ー
は
「
横
ば
い
」
、
残
り
三
モ
ニ

タ
ー
は
「
や
や
悪
化
」
と
予
測
し
た
。 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
地
域
経
済
に
関
し
て

、

円
高
・
原
油
高
な
ど
か
ら
先
行
き
不
透
明
感

が
漂
い
、
や
や
弱
含
ん
で
い
る
と
の
回
答
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
雇
用
に
つ
い
て

は
、
改
善
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
横
ば
い

傾
向
が
続
く
と
の
見
方
が
多
く
示
さ
れ
た
。 

 

以
下
、
主
要
地
域
の
経
済
・
雇
用
情
勢
を

リ
ポ
ー
ト
す
る
。 
 

   

北
海
道
経
済
「
横
ば
い
」 

　
北
海
道
は
農
業
な
ど
の
一
次
産
業
や
、
一

次
産
品
を
加
工
す
る
食
品
関
連
産
業
、
建
設

業
、
観
光
業
な
ど
が
中
心
産
業
だ
。
例
年
、

冬
の
道
内
の
経
済
活
動
は
積
雪
に
よ
り
停
滞

気
味
と
な
る
。 

 
北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
は
、
一

○
〜
一
二
月
期
の
地
域
経
済
の
動
向
を
「
や

や
悪
化
」
と
判
断
し
た
。 

 

同
研
究
所
に
よ
る
と
、
①
例
年
一
○
月
下

旬
か
ら
始
ま
る
冬
物
商
戦
が
秋
の
気
温
高
に

よ
り
出
足
が
悪
く
、
年
末
商
戦
の
盛
り
上
が

り
に
欠
け
た
②
賞
与
引
き
下
げ
や
燃
料
手
当

削
減
な
ど
、
道
内
で
就
業
者
比
率
の
高
い
公

務
員
の
賃
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
―
―
こ
と

な
ど
か
ら
道
内
の
消
費
が
不
振
だ
っ
た
と
指

摘
。
そ
の
う
え
で
、
「
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
も
国
内
客
の
不
振
が
続
き
、
本
州
の
需
要

に
牽
引
さ
れ
た
自
動
車
や
鉄
鋼
関
連
産
業
は

好
調
で
あ
る
も
の
の
、
道
内
需
要
に
支
え
ら

れ
て
い
る
業
種
の
業
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
」
を
理
由
に
道
内
の
一
○
〜
一
二
月

期
の
地
域
経
済
は
前
期
と
比
較
し
、
「
や
や

悪
化
」
と
し
た
。 

 

一
〜
三
月
期
に
関
し
て
は
「
消
費
は
依
然

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
本
格

的
な
冬
の
寒
さ
が
戻
り
、
積
雪
も
例
年
以
上

と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
冬
物
需
要
も
回

復
傾
向
に
あ
る
」
と
の
明
る
い
見
方
を
示
し

た
。
一
方
、
企
業
業
績
に
つ
い
て
は
、
①
公

共
需
要
減
少
に
よ
り
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ

る
建
設
業
が
不
振
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
②
消

費
不
振
に
よ
り
小
売
業
や
道
内
向
け
製
品
の

製
造
・
販
売
を
行
う
企
業
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
―
―
こ
と
な
ど
先
行
き
の
厳
し

さ
を
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、
消
費
動
向
・
企

業
業
績
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て
道
内
の
一

〜
三
月
期
の
経
済
動
向
は
「
横
ば
い
」
と
予

測
し
た
。 

 

道
内
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
一
○
〜

一
二
月
期
、
一
〜
三
月
期
と
も
に
「
横
ば
い
」

と
判
断
し
て
い
る
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
は
「
製
造
業
関
連
の
需

要
が
好
調
で
あ
る
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

新
規
出
店
で
雇
用
増
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、

求
人
の
内
容
が
パ
ー
ト
や
派
遣
中
心
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
こ
と
」
を
判
断
理

由
に
、
「
横
ば
い
」
と
す
る
。 

 
一
〜
三
月
期
に
つ
い
て
も
、
①
一
部
製
造

業
や
流
通
業
で
非
正
規
求
人
が
大
幅
に
拡
大

し
て
い
る
も
の
の
、
正
社
員
需
要
は
伸
び
悩

み
の
状
況
に
あ
る
②
公
共
事
業
削
減
で
冬
季

の
建
設
需
要
は
昨
年
以
上
に
厳
し
く
な
る
―

―
こ
と
か
ら
「
横
ば
い
」
と
予
測
し
た
。 

   

中
部
経
済
　
先
行

き
は
楽
観
で
き
ず 

　
中
部
地
方
は
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を

中
心
に
製
造
業
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
昨

年
一
二
月
の
愛
知
県
の
有
効
求
人
倍
率
（
季

節
調
整
値
）
は
、
一
・
六
七
倍
と
全
国
一
の

高
さ
だ
。
二
月
に
は
常
滑
沖
に
中
部
国
際
空

港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
三
月

に
は
名
古
屋
市
郊
外
の
長
久
手
市
で
愛
知
万

博
（
愛
・
地
球
博
）
が
は
じ
ま
る
。
こ
う
し

た
動
向
を
踏
ま
え
、
中
部
産
業
・
労
働
政
策

研
究
会
は
、
昨
年
一
○
〜
一
二
月
期
の
地
域

経
済
を
「
横
ば
い
」
と
見
て
い
る
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
の
地
域
経
済
の
動
向
に

つ
い
て
は
、
①
消
費
は
引
き
続
き
持
ち
直
し

て
い
る
②
生
産
も
電
気
機
械
や
輸
送
用
機
器

を
中
心
に
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
―
―
こ

と
な
ど
か
ら
、
前
期
（
七
〜
九
月
期
）
と
比

較
し
て
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
の
認
識

を
示
し
た
。 

 

一
方
、
一
〜
三
月
期
の
地
域
経
済
動
向
に

つ
い
て
は
「
や
や
悪
化
」
と
中
部
経
済
の
先

行
き
に
慎
重
な
見
方
を
示
し
た
。
判
断
理
由

と
し
て
、
「
原
油
価
格
の
高
止
ま
り
や
素
材

価
格
の
上
昇
な
ど
か
ら
、
中
部
地
方
の
景
気

を
牽
引
し
て
き
た
製
造
業
を
中
心
に
、
コ
ス

ト
構
造
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。
加
え

て
、
昨
今
の
為
替
相
場
の
円
高
か
ら
輸
出
の

採
算
悪
化
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
」
を
あ
げ
、

好
調
が
続
く
中
部
経
済
も
先
行
き
は
決
し
て

楽
観
で
き
な
い
と
の
見
通
し
を
示
し
て
い
る
。 

 

雇
用
動
向
に
つ
い
て
も
、
景
況
感
と
同
様

、

昨
年
一
○
〜
一
二
月
期
は
現
状
維
持
の
「
横

ば
い
」
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
今
年
一
〜
三

月
期
は
「
や
や
悪
化
」
と
先
行
き
の
厳
し
さ

を
予
測
す
る
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
は
、
「
堅
調
な
景
気
を

反
映
し
、
引
き
続
き
前
期
の
レ
ベ
ル
を
維
持

で
き
る
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
」
か
ら
「
横

ば
い
」
と
判
断
し
つ
つ
も
、
一
〜
三
月
期
は
、

「
景
気
の
先
行
き
の
厳
し
さ
を
反
映
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
非
典
型
雇
用
へ
の
依
存
が
高

ま
り
、
雇
用
情
勢
の
不
安
定
化
が
進
行
す
る
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も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
」
か
ら
「
や
や
悪
化
」

と
予
測
。
景
気
の
先
行
き
の
厳
し
さ
に
と
も

な
い
雇
用
情
勢
も
楽
観
視
で
き
な
い
と
の
認

識
を
示
し
た
。 

   

関

西
　
雇
用
・
経
済
「
横
ば
い
」 

　
大
阪
を
中
心
と
す
る
関
西
地
区
で
は
、
生

産
拠
点
の
海
外
移
転
と
本
社
機
能
の
東
京
移

転
と
い
う
「
二
重
の
空
洞
化
」
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
部
門
の
在
庫
調
整

の
影
響
で
、
府
内
の
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
に

も
雇
用
面
で
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。 

 

関
西
社
会
経
済
研
究
所
は
、
昨
年
一
○
〜

一
二
月
期
の
地
域
経
済
に
つ
い
て
、
①
関
西

経
済
を
牽
引
す
る
対
中
国
輸
出
と
デ
ジ
タ
ル

家
電
に
つ
い
て
、
前
者
が
中
国
国
内
の
過
熱

抑
制
策
、
後
者
が
シ
リ
コ
ン
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
在
庫
調
整
で
、
昨
年
四
〜
六
月
期
を
ピ
ー

ク
に
牽
引
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
②
原
油
や
原

材
料
価
格
高
騰
が
企
業
の
収
益
力
を
弱
め
て

い
る
―
―
こ
と
を
指
摘
し
、
前
期
（
七
〜
九

月
期
）
と
比
べ
「
や
や
悪
化
」
し
た
と
判
断

し
た
。 

 

一
〜
三
月
期
の
経
済
動
向
に
つ
い
て
は
、

①
世
界
的
な
原
油
・
原
材
料
高
、
下
向
き
の

シ
リ
コ
ン
サ
イ
ク
ル
が
続
き
、
米
国
・
中
国

の
調
整
に
若
干
の
時
間
が
か
か
る
②
供
給
増

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
家
電
の
値
崩
れ
で
、
域
内

企
業
の
生
産
・
出
荷
は
厳
し
い
状
況
が
続
く

―
―
と
い
っ
た
不
安
材
料
を
あ
げ
、
関
西
経

済
の
先
行
き
の
厳
し
さ
を
示
し
つ
つ
も
「
近

年
進
め
た
リ
ス
ト
ラ
に
よ
り
企
業
体
力
が
強

化
さ
れ
た
こ
と
」
な
ど
か
ら
、
前
期
に
比
べ

「
横
ば
い
」
と
予
測
す
る
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
経
済
動

向
と
異
な
り
昨
年
一
○
〜
一
二
月
期
は
「
や

や
好
転
」
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
今
年
一
〜

三
月
期
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て

は
、
「
関
西
圏
の
雇
用
は
、
全
般
的
に
厳
し

い
環
境
に
あ
る
」
と
前
置
き
し
つ
つ
も
、
①

完
全
失
業
率
、
有
効
求
人
倍
率
な
ど
の
雇
用

統
計
は
全
国
平
均
と
の
差
を
縮
め
つ
つ
あ
り
、

改
善
傾
向
を
示
し
て
い
る
②
リ
ス
ト
ラ
を
完

了
し
た
関
西
の
主
要
企
業
は
、
正
社
員
こ
そ

増
や
さ
な
い
も
の
の
、
コ
ス
ト
の
低
い
派
遣

を
中
心
に
雇
用
を
拡
大
し
て
い
る
―
―
こ
と

を
判
断
材
料
に
、
雇
用
情
勢
に
改
善
傾
向
が

み
ら
れ
た
と
し
て
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い

見
通
し
を
示
し
た
。 

 
一
〜
三
月
期
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、

「
世
界
的
な
シ
リ
コ
ン
サ
イ
ク
ル
の
影
響
を

受
け
、
関
西
経
済
を
主
導
す
る
デ
ジ
タ
ル
家

電
関
連
の
電
子
部
品
在
庫
が
昨
年
後
半
以
降

積
み
あ
が
り
、
生
産
調
整
の
た
め
季
節
工
な

ど
の
雇
用
に
影
響
が
出
る
」
と
悲
観
材
料
を

提
示
。
し
か
し
、
「
今
回
の
シ
リ
コ
ン
サ
イ

ク
ル
は
二
○
○
一
年
時
ほ
ど
の
大
規
模
な
も

の
で
は
な
く
、
調
整
も
比
較
的
短
時
間
に
終

わ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
」
な
ど
か
ら
、

「
前
期
と
比
べ
状
況
は
厳
し
い
も
の
の
、
や

や
悪
化
と
ま
で
は
行
か
な
い
微
調
整
に
と
ど

ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
」
と
し
て
、「
横
ば

い
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

   

四
国
　
雇
用
が「
や
や
悪
化
」 

　
四
国
四
県
（
徳
島
県
・
香
川
県
・
愛
媛
県
・

高
知
県
）
は
、
一
次
産
業
と
建
設
業
が
中
心

で
、
製
造
業
の
地
域
経
済
に
占
め
る
割
合
は

低
い
。
四
国
各
県
は
、
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
工
場
誘
致
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
も
の
の
、
本
州
四
国
間
の
物
流
コ

ス
ト
の
問
題
や
中
国
と
の
国
際
価
格
競
争
な

ど
か
ら
立
地
は
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

四
国
経
済
連
合
会
（
以
下
、
四
経
連
）
は

、

一
○
〜
一
二
月
期
と
一
〜
三
月
期
の
地
域
経

済
を
「
横
ば
い
」
と
み
て
い
る
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
「
四
国

経
済
は
、
こ
れ
ま
で
持
ち
直
し
が
続
い
て
い

た
生
産
活
動
に
一
部
弱
含
み
の
動
き
が
出
て

き
て
お
り
、
企
業
業
績
に
再
び
厳
し
さ
が
増

し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
個
人
消
費
も
総
じ

て
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
状
況
が
続
い
て
い

る
こ
と
」
を
指
摘
。
加
え
て
、
四
経
連
が
実

施
す
る
調
査
（
一
二
月
）
で
も
、
経
営
者
の

景
況
感
に
つ
い
て
、
景
気
が
「
既
に
回
復
」

ま
た
は
「
回
復
傾
向
」
に
あ
る
と
回
答
し
た

企
業
の
割
合
が
前
回
調
査
（
九
月
）
の
五
一

％
か
ら
三
九
％
に
低
下
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
四
国
の
景
気
は
改
善
の
動
き
に
減
速
感
が

み
ら
れ
る
た
め
『
悪
化
』
と
い
う
ベ
ク
ト
ル

で
は
な
く
『
横
ば
い
』
と
見
ら
れ
る
」
と
の

見
方
だ
。 

 

一
〜
三
月
期
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
は
、

内
閣
府
の
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
（
一
二

月
）
で
四
国
の
景
気
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
が
前

月
比
四
・
四
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
四
五
・
三
と

半
数
割
れ
し
た
も
の
の
、
四
経
連
の
一
二
月

調
査
で
は
来
期
（
一
〜
三
月
期
）
は
「
変
わ

ら
な
い
」
と
回
答
し
た
割
合
が
八
一
％
と
最

も
多
か
っ
た
こ
と
を
判
断
理
由
に
、
今
年
一

〜
三
月
期
の
四
国
経
済
の
動
向
は
現
状
維
持

の
「
横
ば
い
」
と
予
測
す
る
。 

 
一
方
、
四
国
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、

一
○
〜
一
二
月
期
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」

と
の
認
識
を
示
す
の
も
の
、
一
〜
三
月
期
は

「
や
や
悪
化
」
と
の
先
行
き
懸
念
を
示
し
た
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
は
、
四
経
連
の
一
二
月

調
査
で
、
①
現
在
雇
用
調
整
を
し
て
い
る
企

業
は
、
前
回
調
査
（
九
月
）
と
比
べ
て
四
ポ

イ
ン
ト
増
加
の
三
七
％
と
な
っ
た
②
「
新
卒

採
用
の
削
減
・
停
止
」
を
実
施
し
て
い
る
企

業
は
二
六
％
あ
り
、
前
回
調
査
（
二
五
％
）

と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
る
―
―
こ
と
を
指
摘
し
、

雇
用
情
勢
の
改
善
に
足
踏
み
が
見
ら
れ
る
と

し
て
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。 

 

一
〜
三
月
期
に
つ
い
て
は
、
四
経
連
の
一

二
月
調
査
で
、
①
今
後
の
雇
用
調
整
に
つ
い

て
、
「
継
続
」
も
し
く
は
「
新
た
に
実
施
」

と
回
答
し
た
企
業
が
前
回
調
査
（
九
月
）
よ

り
六
ポ
イ
ン
ト
増
加
の
四
一
％
に
な
っ
た
②

「
新
卒
採
用
の
削
減
・
停
止
」
を
行
う
企
業

も
二
ポ
イ
ン
ト
増
加
の
二
八
％
と
な
っ
た
―

―
こ
と
を
判
断
理
由
に
、
前
期
と
比
較
し
四

国
の
雇
用
情
勢
は
「
や
や
悪
化
」
す
る
と
予

測
し
て
い
る
。 

 

各
地
か
ら
の
報
告
を
総
括
す
る
と
、
今
後

の
地
域
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
は
「
横
ば
い
」

と
み
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
大
半
で
、
景
気
は

改
善
か
ら
「
踊
り
場
」
の
様
相
を
強
め
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

ま
た
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
正
社
員

の
新
た
な
リ
ス
ト
ラ
の
動
き
は
み
ら
れ
な
い

も
の
の
、
派
遣
な
ど
の
非
典
型
雇
用
へ
の
依

存
を
強
め
て
い
る
傾
向
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。 

　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　 

 

モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究

機
関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
一
世
紀
総
合

研
究
所（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大
学
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー（
青
森
）、
財
団
法
人
常
陽
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー（
茨
城
）、
財
団
法
人
中
部
産

業
・
労
働
政
策
研
究
会（
愛
知
）、
財
団
法
人

北
陸
経
済
研
究
所（
富
山
）、
財
団
法
人
関
西

社
会
経
済
研
究
所（
大
阪
）、
社
団
法
人
中
国

地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
広
島
）、
四
国
経

済
連
合
会（
香
川
）、
財
団
法
人
九
州
経
済
調

査
協
会（
福
岡
）。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 




